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	応用
	抗原情報
	背景
	哺乳類細胞の増殖には、ピリミジンヌクレオチドのde novo合成が不可欠です。この遺伝子は、ピリミジン生合成の6段階経路における最初の3つの酵素（カルバモイルリン酸合成酵素（CPS II）、アスパラギン酸トランスカルバモイラーゼ、ジヒドロオロターゼ）の酵素活性に関連する三機能性タンパク質をコードしています。このタンパク質は、マイトジェン活性化プロテインキナーゼ（MAPK）カスケードによって制御されており、MAPKカスケードの活性化とピリミジンヌクレオチドのde novo生合成との間に直接的な関連があることが示唆されています。選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが生成されます。 [RefSeq提供、2015年4月],触媒活性:(S)-ジヒドロオロト酸 + H(2)O = N-カルバモイル-L-アスパラギン酸。,触媒活性:2 ATP + L-グルタミン + HCO(3)(-) + H(2)O = 2 ADP + リン酸 + L-グルタミン酸 + カルバモイルリン酸。,触媒活性:カルバモイルリン酸 + L-アスパラギン酸 = リン酸 + N-カルバモイル-L-アスパラギン酸。,補因子:サブユニットあたり1つの亜鉛イオンを結合します（ジヒドロオロターゼ活性の場合）。,酵素調節:リン酸化によってアロステリックに調節および制御されます。 5-ホスホリボース1-二リン酸はCPSase反応の活性化因子であり、UMPはCPSase反応の阻害剤です。,機能：このタンパク質は、ピリミジン経路の4つの酵素活性（GATase、CPSase、ATCase、およびDHOase）をコードする「融合」タンパク質です。,その他：GATase（グルタミンアミドトランスフェラーゼ）とCPSase（カルバモイルリン酸シンターゼ）は、一緒にグルタミン依存性CPSase（GD-CPSase）（EC 6.3.5.5）を形成します。,オンライン情報：アスパラギン酸カルバモイルトランスフェラーゼエントリ,経路：ピリミジン代謝；de novo経路によるUMP生合成；HCO(3)(-)からのUMP：ステップ1/6。,経路：ピリミジン代謝；de novo経路によるUMP生合成；HCO(3)(-)からのUMP：ステップ2/6。,経路：ピリミジン代謝UMPのde novo経路による生合成；HCO(3)(-)からのUMP：ステップ3/6。,類似性：ATCase/OTCaseファミリーに属する。,類似性：グルタミンアミドトランスフェラーゼ1型ドメインを1つ含む。,類似性：ATP-graspドメインを2つ含む。,類似性：中央部に存在；DHOaseファミリーに属する。,サブユニット：ホモヘキサマー。,
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	CAD（リン酸化Thr456）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定法（リン酸化ELISA）
	

	CAD（リン酸化Thr456）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト大腸癌の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。

